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（２０２６年４月中旬） 

 ・２０２３年から３年間の出向を終え、首都圏から新潟支社への復

職の意識付けが行われる。その際、職場最寄りの社宅への入居希望

を伝え、手続きを行う。 

（２０２６年４月下旬） 

 ・担当箇所より「社宅の修繕まで通常１ヶ月から１ヶ月半程度かか

ることが多いため、希望（着任日）の日にちの入居は難しい。」「そ

の間、社員本人のみの入寮は可能。」とメール連絡を受ける。 

（２０２６年５月～） 

 ・着任。社員本人のみ入寮。社宅の修繕完了まで、家族は出向時の

社宅に入居中のまま、二拠点生活が始まる。 
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